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神話の世界

この物語は，古事記の神話の箇所，を原型として、世界の初めに人の中に人の平均的エネルギーの100倍以上数十万倍のエネルギーを持つ人間たちが存在していた、と想定、その想定の元での、平均的人のエネルギーの100倍以上数十万倍のエネルギーを持つ彼らを神と称した神々の物語であり、同時に我々人間の物語でもある。


第1部：世の中の元が創られた（命、愛、真理、美が産まれる）

第2部：母性と人情が全てを照らす存在を超える（男神が全てを照らす女神に打ち勝つ。

第3部：男神が母性と人情を求めて旅に出る。そこで様々な女と出会う。人情家として男神は女をさらって行く怪獣を倒す。そこで出会った母性愛豊な女と一緒になり、8人の子供を創る。後に万（よろず）の８神となる。8神は美の女神、エロスの女神姉と妹、正義の女神、愛と平和の男神と女神、母性愛を求める人情家の男神、闘争の男神となる。
ここにいたって世の中に消えた母性が戻って来た。そして母性の愛と全てを照らす普遍性とが共に世の中に定着した。そして人の活動の基軸として美、エロス、正義、愛と平和、母性と人情、闘争が定着する。

　



第１部

世の中の元が創られた（命、愛、真理、美が産まれた）、

Ⅰ男と女　
0,　前文

1-1-1、神話の世界Ⅰの１

１－１-２、始めに、女がいた。
男と女が世界を創造する

1-1-4、男が女を誘惑する
女が言う「あなたはわたしとセックスしたい？」
男が言う「あなたと
1-1-3、ブドウの実から男が現れた。男と女が出会う
[bookmark: _Hlk48056819]　
セックスしたい」
女が言う「わたしも」

1-1-5　女のため息「ああ～　いい～　」

1-1-6　そして海の神と山の神が産まれた

1-1-7、男が女を誘惑する
女が言う「わたしを満足させることが出来る？」
男が言う「君が泣いて喜ぶほど、何度もいかせてやるとも」

1-1-8そして水の神、霧の神が産まれた

1-1-9、男が女を誘惑する
[bookmark: _Hlk48557093]女が言う「わたしとセックスしたいの？」
男が言う「もちろん」
女が言う「わたしもあなたとしたい」

1-1-10, そして空の神、雲の神が産まれた

1-1-11、　男が女を誘惑する
女が言う「わたしとしたいの？」
男が言う「もちろん」
女が言う「わたしもあなたとしたい、」

1-1-12、　そして木の神、雨の神、川の神が産まれた

1-1-13 　世界は喜びの世界となった
　　　大方の世の中の元を創った男と女はしばらく休息をとる
[bookmark: _Hlk48553314]
１-1-14、　男女がくつろぎ、木の実を食べる。
女が言う「木の実はもういいから、今すぐやって」

1-1-15,  女のため息「ああ、いい、」
　そして、大地の神、風の神が産まれる

1-1-16、　大方の世の中の元を創った男と女はしばらく休息をとる
　女はしばらく眠る



――――――――――――――――――――――――――

　　　　　　Ⅱこの世とあの世　
1-2-1　この世とあの世

1-2-2　女が男を誘う
　女が言う「一緒に楽しみましょう」
　男が言う「もちろん」
　女が言う「速く」
　
1-2-3、そして最後に女が火の神が産んだ。女は火に焼かれあの世へ行った。

1-2-4、　男は火の神の首を切り落とす

1-2-5、　男は女に会いにあの世の入り口へ行った。そしてあの世へ入った。

1-2-6、　そして男は女を見つけた。そしてあの世から連れ出すサインを女に送る。

1-2-7、　男は女を抱きかかえて、あの世からこの世へ連れ戻そうとする
女が言う「あなたが速く来てくれなかったから私はあの世の人となってしまったのです。」と。
　
1-2-8、　男がよく女を見ると、女の体にはウジがたかり、いたるところで雷が鳴ってる。


1-2-9、　男は女のその姿をみて逃げ出そうとする。女は男を引き留めようようとする。

1-2-10、　女は醜い姿となった自分を男に見られて言う
「あなたは私に恥をかかせましたね。」と言う。男は逃げだす。すると。あの世の醜女（醜い女）を使い男を追わせる。

1-2-11、　男は追ってくる醜女を振り切ろうと頭にはめているツル状の輪を醜女めがけて投げる。
すると地上に落ちたその輪からぶどうが芽を出し、見る見るうちに葉を広げ、大粒のブドウの実がなった。醜女がそれをもぎ取ってむさぼり食べる。
その間に男は逃げた。

1-2-12、　ぶどうを食べ終えると、醜女たちは男を追い、また男に迫って来た。
男は頭の髪に指していた櫛の歯を折って、女めがけて投げた。すると地上に落ちた櫛の歯から大量のタケノコが生えだした。醜女がそのタケノコをもぎ取ってむさぼり食べる。
その間に男は逃げた。

1-2-13、　男はあの世とこの世の境の扉のあるところに到達する。そしてその扉を押してこの世に戻る。
醜女の後からあの世の軍団を引き連れて男を追ってきた女も、またあの世とこの世の境の扉を男が開けた後からその扉をくぐってこの世に戻った。
　
1-2-14、　女は川の水で体を洗って、体についたウジを洗い落した。

1-2-15、　そして
女が右目を洗った時に「世の中全てを照らす女神が産まれた。」
　　
女が左目を洗った時に「月の女神が産まれた。月の女神は夜の生活を支配する。」
　　
女が鼻を洗った時に「母性と人情を求めて、速さ、勇猛さ、攻撃力、破壊力をもつ破壊と再生そして成長をもたらす男神が産まれた。」

しばらくして、女（母性、母神）は他界した。冥界へ行ってしまった。


―――――――――――――――――――――――――――――――――――


第2部

母性と人情が全てを照らす存在を超える（男神が全てを照らす女神に打ち勝つ）

男神が消えた母性を求め続ける。
2-0, 　Ⅱの要点

2-1、  母性（母神）が冥界へ行ってしまった。世界から母性が消える。

2-2、  世の中から母性が消えて、男神は母性を求めて泣き続ける。その涙が雨となって、永久に降り続くがごとく世界（世の中）は雨ばかりが降り続く。雨の日ばかりで晴れの日がなくなった。

父神が男神に言う「気持ちは解るが、そうして泣いてばかりいると、世の中から晴れの日　がなくなり、雨ばかりとなる。地上を与えるから、そこで生活しろ」と。

そして男神は地上へ行く。世の中から晴れの日がもどってくる。

2-3、 地上で男神は消えた母性を探す。しかしどこにも母性を見つけるこが出来ない。男神は、世の中は母性がなければ意味がないとして、全ての存在を葬りさるための行動を起こす。

2-4、 男神は女の中に母性を求めて、女を誘惑して、征服する。

2-5、 男神、女を奪いものにする。

2-6、  男神、女を誘惑する。

2-7、  男神、女を征服する。

2-8、  男神、女を誘惑する。

2-9、  男神、女を征服して、ものにする。

2-10、 　 男神、女を誘惑する。

2-11、  男神、女を征服ｓ、ものにする。

[bookmark: _Hlk58136073]2-12、　殺伐と成っていく地上を見ていた全てを照らす女神が男神と対話する。

全てを照らす女神が男神に言う「消えた母性は世の中に戻ってこない。」と

男神が全てを照らす女神に言う「母性が消えた世の中は死んだ世界だ。だから死んだ世の中は全て葬り去る。そして新しく母性のある世界を創り出す。」と

2-13、  男神と全てを照らす女神と争いになる。

2-14、 　母性を求める男神が全てを照らす女神に勝利する。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
ここに至って全てを照らす女神の全てを照らす普遍性よりか男神が求める母性の愛が全てに優先する世界が出来上がった。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――

2-15、 　 全てを照らす女神は岩穴の中に閉じこもって世の中に出てこなくなった。世界は薄暗くなった。

2-16、 この世と冥界の境にある岩穴の中で、全てを照らす女神はしばし冥界の誘惑に身を任せる。

2-17、　その後も全てを照らす女神は岩穴の洞窟のなかに閉じこもり、冥界の誘惑の中で過ごす。世界は光が失われ、真暗になる。


――――――――――――――――――――――――――

[bookmark: _Hlk68609805]第3部
　
神々の集合
3-0、　神話の世界、主旨

3-1、　神々の集合、
世の中が真暗くなり、よろずの神々は集まって、相談して祭りを開いた。

3-2　神々の集合

3-3　神々の集合

[bookmark: _Hlk68605992]3-4　祭りでは、裸の男女が踊り、神々は皆、どよめいき、歓声をあげた。

3-5　裸踊り、

3-6　裸踊り、


3-7　外は真暗なのに、外が騒がしい。外の騒がしさを不信に思い全てを照らす女神は洞窟の扉をそっと開ける。
　　
[bookmark: _Hlk68606462]よろずの神々、全てを照らす女神に告げる。
　　「外にはもう一人の全てを照らす女神がいる」と。と同時に扉の入り口に大きな鏡を置く。
　　
[bookmark: _Hlk74330957]3-8　全てを照らす女神、
　　扉の外を見ると、そこには鏡に映った自分がいた。それをもう一人の全てを照らす女神がいると思い、ゆっくりと体を乗り出した。

　よろずの神々
　　その時、彼女の腕をつかんで、全てを照らす女神を洞窟の外へ連れ出した。

　　世の中に光がもどった。

	


男神と女

3-9、　全てを照らす女神と他の神々は談話した。
男神に辺境の海に面した地を任せることにした。男神その地へ行く。女達が男神を出迎えた。

[bookmark: _Hlk68607373]3-10、　男神は辺境の海に面した地で、木の実や狩り得た肉を食べ、出会う女を抱いて、生活していた。男神、出会う女を誘惑する。

[bookmark: _Hlk68607482]3-11、　男神、女を征服する。

3-12、　男神、出会う女を誘惑する。

[bookmark: _Hlk74415511]3-13、　男神、女を征服する。

3-14、　男神、出会う女を誘惑する。

3-15、　男神、女を征服する。

3-18、　男神、出会う女を誘惑する。

3-19、　男神、女を征服する。


3-16、　男神、出会う女を誘惑する。

3-17、　男神、女を征服する。


	


男神と怪獣

3-22,  　男神
　　ある時、近くの川に木の皿と箸が流れてきた。

3-23,  上流には家があると思って、川の上流へ行くと、予想どうり家があり、夫婦と娘が暮らしていいた。娘がないている。

　男神が夫婦に尋ねる、
　　「なぜ娘は泣いてばかりいるのか？」
　夫が答える、
「まもなく8頭蛇怪獣（8頭の頭を持ち体は８つの峰にまたがってる怪獣）が娘を嫁にくれと言
って、来る。断れば私たちは殺されてしまう。娘を差し出すしかなく、それで娘は泣いているのです」と、

男神が尋ねる
「娘を自分にくれるなら、8頭蛇怪獣を退治してあげよう」と

夫が尋ねる
「あなたはどちらの方ですか？」

男神こたえる
「全照女神と月の女神と一緒の所にいた男神である」と

夫が返事する。
「喜んで娘をさしあげます。」

3-24, 　怪物退治の前に、男神は娘を櫛に変身させ、自分の髪にさして、娘を怪物からかくした。

3-25, 　8頭蛇怪獣がまもなくやって来る。

3-26, 　男神、 8個の大きな穴を掘り、穴と穴の間に垣根を造った。穴に酒樽を入れ、その中に強い酒をなみなみと注いで、8頭蛇怪獣が現れるのをまつ。程なくして8頭蛇怪獣が来て、8個の頭を8個の酒樽に突っ込んで、がぶがぶ酒を食らう。

3-27,  　8頭蛇怪獣は酔いがまわり、倒れる。そこを男神は特殊な鋼で出来た剣を抜き、8頭蛇怪獣の８つの首を切り落とした。そして巨大な胴体を切り刻んだ。

[bookmark: _Hlk74499345]　その時、8頭蛇怪獣の腹からでてきた特殊合金でできている剣が出てきた。それを男神は全てを照らす女神に与えた。全てを照らす女神はその剣をもらい、男神と全てを照らす女神は仲直りした。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
　ここに至って、男神の求める母性の愛と人情に対して、全照女神の普遍性とが共に存在する世の中となった。
――――――――――――――――――――――――――――――――――

3-28-0,    エピローグ

[bookmark: _Hlk74501422]3-28-1, 　 エピローグ（英語）

3-28-2,   　男神は娘と一緒に共に暮らし、8人の子供を残した。８人の神と呼ばれ、母性と人情のもとで、育って行った。

[bookmark: _Hlk68597685]一人は美の女神となり、

一人はエロスの女神（姉）となり、

一人はエロスの女神（妹）となり、

一人は母性と人情を求める人情家の男神となった。

[bookmark: _Hlk68597901]一人は闘争の男神となり、　

一人は正義の女神となり、

[bookmark: _Hlk68598787]一人は愛と平和の男神となり、

一人は愛と平和の女神となった。


8人の子供をつくった後も男神は多くの女達との間に更に多くの子供をつくった。
女(娘)も更に多くの子供をつくった。


[bookmark: _Hlk74502879]3-29,  8人の中の一人、美の女神が誕生した。

3-30,  エロスの女神（姉）が誕生した。


3-31,  エロスの女神（妹）が誕生した。


3-32,  母性と人情を求める人情家の男神が誕生した。


3-33,  闘争の男神が誕生した。



	



	




The mythical world

This story a mythical point of kojiki as a model.
It assumes that human beings with energy of hundreds of thousands of times existed more than 100 times of the average energy of the person at the beginning of the world.
By the cause of the assumption,
It assumed them with energy of hundreds of thousands of times God more than 100 times of the energy of the average person.
It is a story of gods,
It is we human stories at the same time.


Part 1:
A base in the world was made
(a life, love, truth, the beauty are born)


Part 2:
Motherhood and a human feeling are beyond existence to light all up
(a male God overcomes a goddess lighting all up)


Part 3:
A male god goes for a trip for motherhood and a human feeling
(the male god defeats various enemies as a person of human feeling.)
With the woman whom a man met there,
The man and woman makes various children.
Various children become ten thousand God later.

――――――――――――――――――――――――――
The mythical world 

Part 1
A base in the world was made
(a life, love, truth, the beauty were born),


Part1-Ⅰ Man and Woman 
1-1-2　
The beginning, there was a woman.

1-1-3
A man appeared from the fruit of the grape.
A man and woman meets you

A man and woman creates the world

1-1-4
A man tempts a woman
A man says
I want to have sex with you
A woman says
As for me

1-1-5
Sigh of the woman
"Like that ..." Good ... 

1-1-6
And God of the sea was born,
A god of the mountain was born

1-1-7
A man tempts a woman
A woman says
"Can you satisfy me?"
A man says
"You are pleased to cry",
I give you a feeling of top many times

1-1-8
And God of the water was born,
Foggy God was born

1-1-9
[bookmark: _Hlk48814340]A man tempts a woman
A woman says
"Do you want to have sex with me?"
A man says
"Of course"
"I want to do it with you, too"

1-1-10
And sky God was born,
God of the cloud was born
The world became the world of the joy

1-1-11
A man tempts a woman
A woman says
"Do you want to have sex with me?"

"Of course"

"I want to do it with you, too, right now"

1-1-12
And God of the tree was born,
Rainy God was born,
River-god was born

1-1-13

The man and woman who made a base in most world takes a rest for a while

1-1-14

Man and woman relaxes and eats a nut.
A woman says
Because "the nut is already good, do sexual intercourse right now"

1-1-15
The sigh of the woman "is ..., good ～," like that"
Then God of the earth was born,
A God of the wind was born

1-1-16
The man and woman who made the cause in most world takes the rest for a while.
The woman sleeps for a while


―――――――――――――――――――――――――

PartⅠ-Ⅱ　The world &　The next world 
1-2-1　　
The world and the next world
[bookmark: _Hlk73726222]1-2-2
A woman tempts a man
A woman says; "let's enjoy it together"
A man says
"Of course"
A woman says
"Fast" 

1-2-3,
And finally, God of the fire gave birth to the woman.
The woman was roasted on fire and went to the next world.

1-2-4,
A man cut off a neck of God of the fire

1-2-5、
The man went to the entrance of the next world to meet the woman who went to the next world.
And the man entered the next world.
1-2-6、
The man found a woman in the next world.
And the man sent a signature to take out a woman to from the next world to a woman.

1-2-7、
The man carried a woman.
And the man is going to take a woman back from the next world to the world.
A woman says
Because "you did not come fast, I have become a person of the next world"

1-2-8、
When the man watches the woman well, the whole body of the woman has a maggot,
And thunder sounds everywhere.

1-2-9、
The man is going to run away to see the figure of the woman.
The woman is going to detain a man.

1-2-10、
The woman became the ugly figure.
Is seen in a man by oneself, and the woman says; "you shamed me"
The man runs away.
Then,
The woman let an ugly woman of the next world chase a man.
[bookmark: _Hlk73889899]1-2-11、
The man threw the ring that he had on a head at an ugly woman to shake off the ugly woman who chased a man.
Then a grape started a bud from the ring that fell into the ground and opened a leaf in a moment, and the fruit of the large drop of grape became.
An ugly woman picks it off and devours it.
Meanwhile, the man escaped.
1-2-12、
When ugly women finished eating a grape, ugly women ran after a man again. The man broke the tooth of the comb which a man played to the hair of the head and gave it up at ugly women.
Then a large quantity of bamboo shoots have begun to grow from the tooth of the comb which fell into the ground.
Ugly women pick off the bamboo shoot and devour it.
Meanwhile, the man escaped.

1-2-13、
The man arrives at the next world and the boundary of the world.
And the man opened a door over there and came back to the world from the next world.
The woman took army corps of the next world after ugly women and chased a man,
The woman passed through the door, too and came back to the world.

1-2-14、
The woman washed a body with the water of the river and the woman washed the maggot which a body had and dropped it.

1-2-15、
[bookmark: _Hlk73896373]And when a woman washed the right eye
"The goddess who lighted up all the world was born"

When a woman washed the left eye
"The goddess of the month was born".
The goddess of the month influences night life

When a woman washed a nose
For "motherhood and a human feeling, the male god who brought the speed, boldness, offensive ability, destruction and reproduction with destructive power and development was born"

The woman (motherhood, mother God) died soon.
She has gone to the Hades.




　Part 2　

Motherhood and a human feeling are beyond existence to light all up.
(a male deity overcomes a goddess lighting all up)
A male deity continues demanding the motherhood that faded away.

2-1
Motherhood (mother God) has gone to the Hades.
Motherhood disappears from the world.

2-2
Because motherhood faded away from the life, 
The male god continues crying for motherhood.

The tears rain and, as if it continues to fall forever

In the world, only rain continues to fall.

Father God says to a male god
"In that way when you cry, a fine day disappears from the life, and it is only rain"
Because "you give you ground, live there"
And the male deity goes to the ground. A fine day returns from the life.

2-3 
On ground, The male god looks for the motherhood that faded away.

However, the male deity can find motherhood nowhere.
Saying that a male god does not have a meaning without motherhood in the world,
to hush up all existence; take action.

2-4
A male god in a woman for motherhood,
and he tempts a woman and conquers it.

2-5
A male god takes a woman and gets it.

2-6
[bookmark: _Hlk75772776]A male ｇｏｄ tempts a woman.

2-7
A male ｇｏｄ conquers a woman.

2-8
A male ｇｏｄ tempts a woman.

2-9
A male ｇｏｄ conquers a woman and gets it.

2-10
A male ｇｏｄ tempts a woman.

2-11
A male ｇｏｄ conquers a woman and gets it.

2-12
A goddess lighting up all which looked at the desolate ground talks with a male ｇｏｄ.
A goddess lighting all up says to a male deity
"The motherhood that faded away does not return to the world"
A male ｇｏｄ says to a goddess lighting all up
"It is the dead world in the world where motherhood disappeared.
Therefore all the dead world erases it.
And I create the world with the motherhood newly“

2-13
A goddess lighting all up competes against a male ｇｏｄ.

2-14
A male ｇｏｄ for the motherhood wins against a goddess lighting all up.
To here,
The world that the motherly love that a male deity demanded than the universality of the goddess who lighted all up gave priority to over all was completed.

2-15
The goddess who lighted all up shut herself up in a rocky cavern and did not come out to the world.
The world became dark.

２－１６
In the rocky cavern in the world and the boundary of the Hades,
The goddess lighting all up entrusts health to temptation of the Hades.
2-17
The goddess lighting all up shuts herself up afterwards in the cave of the rocky cavern,
She it in temptation of the Hades.
Light is lost, and the world becomes the total darkness.



――――――――――――――――――――――――――
―――――――――――――――――――――――――
　PartⅢ　

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Set of gods
---------------------------------------------------------------------------

3-1
Set of gods
It becomes dark the truth the world, other gods gathered and talked.

3-2,
[bookmark: _Hlk72646169]Set of gods

3-3,
The gods held a festival.

3-4,
By naked dance, 
naked man and woman danced, and all the gods made a stir, and a shout of joy broke out.

3-5,
Naked dance,

3-6,
Naked dance,

3-7,
Though the outside is total darkness, the outside is noisy.
She thinks of outside noisiness in distrust, and the goddess lighting all up opens the cave door quietly.
Other gods tell it to a goddess lighting all up.
"There is a goddess lighting up another all outside".
Other gods put a big mirror at the entrance of the door at the same time.

3-8, 
When the goddess who lighted all up looked, there was the goddess own which lighted up all reflected in the mirror there.
The goddess who lighted up all another one thought it to be, and she leaned forward slowly.
Other gods caught the arm of the goddess who lighted all up then and took out the goddess who lighted all up to the outside of the cave.
Light returned to the world.

---------------------------------------------------
Man god and woman
----------------------------------------------------
3-9, 
[bookmark: _Hlk72653875]Other gods talked with the goddess who lighted all up about a male god.
As a result, the gods decided to leave the remote area facing the sea to a male god.
Women welcomed man god in the remote area facing the sea.

3-10, 
[bookmark: _Hlk72653912]Male god was the remote ground facing the sea, and he ate a nut and the meat which he hunted it.
He all got a woman to meet and lived.

Male god tempts a woman to meet.

3-11, 
Male god conquered a woman.

3-12, 
Male god tempts a woman to meet.

3-13, 
Male god conquered a woman.

3-14,
Male god tempts a woman to meet.

3-15, 
Male god conquered a woman.

3-16, 
Male god tempts a woman to meet.

3-17, 
Male god conquered a woman.

3-18, 
Male god tempts a woman to meet.

3-19, 
[bookmark: _Hlk72628590]Male god conquered a woman.
――――――――――――――――――――――――――――――
Male god and monster
――――――――――――――――――――――――――――――

3-22, 
A container and chopsticks flowed through the river once.
The male god thought that there was a private house in the upper reaches of the river.
3-23, 
When man god thought that there was a house upstream and went to the upper reaches of the river, there was the house which man god expected and a couple and a daughter lived and were.
A daughter cries.

Male god asks a couple,
"Why does the daughter cry?"

A husband answers,
"Eight snake monsters (the monster that the body covers eight peaks having eight heads) say that give a bride a daughter soon and come".
We are murdered if I decline it.
We cannot but hold out a daughter, and the daughter cries in it,

Male god asks it
"I will exterminate eight snake monsters if I give a daughter to oneself"

A husband asks it
"Which one are you?"

Male god answers
"Goddess lighting all up, goddess of the month"
It is man god which was in the place where is same as

A husband answers.
"We give a daughter to you with pleasure"


3-24, 
Before monster extermination, the male god changed a daughter into a comb and placed it in one's hair and covered the daughter from a monster.

3-25, 
Eight snake monsters come over soon.

3-26, 
The male god dug the hole of eight big sake barrels in the ground and poured strong liquor there.
He waited for a monster to come.
Eight snake monsters came over soon.
And the monster put eight heads in eight sake barrels, and the monster gulped down liquor.

3-27, 
Drunkenness takes effect of eight snake monsters and falls down.
The male god pulled a sword made of special steel and the male god fired eight of eight snake monsters and conquered there.
And he cut the huge body.
The sword made of the special alloys which appeared came out of the body of eight snake monsters then.
The male god gave the goddess who lighted up all the sword.
The goddess who lighted all up received the sword, and the goddess who lighted all up was reconciled with a male god.

――――――――――――――――――――――――――
To here,
It was the world where there was the universality of the goddess who lighted all up together, for the motherly love and human feeling that man god demands,
――――――――――――――――――――――――――

3-28-0, 
Epilogue

3-28-1, 
Epilogue (English)

3-28-2, 
The male god left eight children with a daughter.
They were called eight God and, under the motherhood and the human feeling, were  grew up.

One is with a Venus,
One is with a goddess of the Eros (older sister),

One is with a goddess of the Eros (younger sister),

The one became God of the man of the person of human feeling.
He demands motherhood and a human feeling

The one is with God of the man of the struggle,

One is with a goddess of the justice,

The one becomes a male god; of love and the peace

The one became a goddess; of love and the peace.


The male god made a child even between many women and left many children afterwards. and he left many children.
The woman made more children, too.

3-29, 
Birth of the Venus

3-30,
Birth of the goddess (older sister) of the Eros

3-31, 
Birth of the goddess (younger sister) of the Eros

3-32, 
Male god of the person of human feeling for motherhood and the human feeling was born.
3-33, 
Birth of the male god of the struggle
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